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特別寄稿
大学院リハビリテーション学専攻の展望
作業療法学専攻 上 城 憲 司
「大学院リハビリテーション学専攻の展望」というテーマでの執筆依頼を受けたが，私にはその展望がない（示
す立場にない）。ただ，これまで2度の博士後期課程設置のチャレンジに失敗しているため“このままではいか
ん！”と思い，3度目の申請に向け黙々と準備をしている。今回はこれまでの歩みを振り返り，今一歩，自身の
研究室が前に進む機会にさせて頂きたい。
平成19年にリハビリテーション学部が開設され2年後の平成21年より大学院リハビリテーションコースのメン
バーとなった。さらに2年後，リハビリテーション学専攻が新たに立ち上がり，特別研究の科目を担当した。本
格的な修士論文指導は8年目となるが，これまで補助指導も含め18の研究に携わった。
研究室では，私が日本作業療法士協会制度対策部保険対策委員会に所属していることもあり，認知症作業療法
に関する医療・介護保険改定の要望（近年は保健福祉）に寄与するテーマが多い。また，モットーは，「修士論
文は雑誌に投稿する」であり，これまで12名の卒業生のうち11名は作業療法関連の雑誌に論文がパブリッシュさ
れた。
以下にその代表例を示す。「介護老人福祉施設（以下，特養）の認知症高齢者に対する作業療法プログラムの
有用性の検討（中島 2011）」では，作業療法士（以下，OTR）の指導のもとに介護スタッフが行う作業療法プ
ログラムによって認知症の行動・心理症状（以下，BPSD）が改善することを示した。現在，特養の OTR は機
能訓練員としての配置しかない。そのため上記の研究を用い，OTR の配置やリハビリテーション加算の新設を
厚生労働省へ要望している。
次に「認知症病棟における入院患者の転帰に影響を及ぼす要因分析（菅沼 2012）」，「若年性認知症の人とその
家族介護者の思いの分析（冨永 2016）」では，前者にて自宅復帰した患者の特徴として介護肯定感が高いことを，
後者にて自宅介護を継続する患者と家族の思いを示した。これらによって家族支援の重要性を示すことができ，
小城市，神埼市，鹿島市の3町より認知症カフェ事業の業務委託を受けることができた。
さらに地域在住高齢者を対象とした「財布動作と認知機能の関連（仙波 2012）」，「眼球運動と生活機能の比較
（井上 2016）」，「Dual-Task バランス機能と転倒及び生活機能の関連（市川 2016）」，「心身機能に関する6年間
の追跡調査（田中 2017）」によって認知症を疑う人の特徴を示した。これらは文部科学省の地（知）の拠点整備
事業「介護（認知症）予防事業に着目したリハビリテーション教育プログラム」の成果報告に寄与し，その結果
は，現在の私立大学研究ブランディング事業「認知症予防推進プログラム～Successful Aging Project in SAGA
～」の採択へつながった。
どの研究も当事者，家族，病院・施設，自治体，学生等の協力なしには完成しなかったものばかりである。こ
の場を借りて厚くお礼を申し上げたい。
最後に私には4人の恩師（師匠）がいる。飲み会等で年に2～3回お会いする機会があるが，彼らは研究に実
直で常に新しいことを考えている。また，失敗しても人のせいにしないし，人の悪口も言わない。私は打算的に
欲張ったことを研究計画に盛り込むが，彼らは「研究疑問」を核として淡々とその成果を積み上げる。師匠らに
追いつくことは難しいが，初心を忘れず私自身も自己研鑽を続け，今後も研究室やリハビリテーション学専攻を
盛り上げていきたい。
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